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【2015年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 学術研究出版
松尾彰久，南雲浩
隆，押野修司，小池
祐士，久保田富夫

2016.03

2

3

（２）論文

1 共著
Hirosaki Medical
Journal，66巻，73-82，
2015

Koike Y, Tsushima H 2015.04

2 共著
作業療法ジャーナル，49
巻，361-367，2015

小枝周平，澄川幸
志，小池祐士

2015.04

3 共著
J Health Sci Res，6巻，
7-12，2016

Sumigawa K, Koeda
S, Sato C, Koike Y,
Hirata K

2016.03

（３）学会発表

1 共著
第49回日本作業療法学
会，神戸市

小池祐士，原長也，
他

2015.06

2 共著
第49回日本作業療法学
会，神戸市

小枝周平，澄川幸
志，小池祐士，他

2015.06

3 共著
第49回日本作業療法学
会，神戸市

澄川幸志，小池祐
士，他

2015.06

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2015.4～2017.3

2

3

模擬的買い物訓練が介護老人保健施設
に入所中の要介護高齢者の認知機能に
与える影響

健康自分誌　40代から健康寿命を延ばす
ための18の習慣

作業療法・福祉用具

博士（保健学）

2007年弘前大学医学部保健学科作業療法学専攻卒業，2009年弘前大学大学院保健学研究科　博士前期
課程　修了，2015年弘前大学大学院保健学研究科　博士後期課程　修了

2011年弘前大学大学院保健学研究科　助手，2015年埼玉県立大学保健医療福祉学部作業療法学科　助
教

世界作業療法士連盟，日本作業療法士協会，埼玉県作業療法士会（理事），理学療法科学学会，日本公
衆衛生学会，日本AMPS研究会，A-ONE研究会，認知神経リハビリテーション学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

Improved underpants to help hemiplegic
stroke patients with toileting:
Investigation of the usefulness of
underpants with a crotch openable with a
single arm while sitting

模擬的買い物訓練が要介護高齢者の認
知機能に与える影響

Effect of lavender aroma on stress
biomarker and psychological state during
a mental stress task

脳卒中片麻痺者の体幹機能が排泄動作
時の下衣操作能力に与える影響

ポジティブ感情は注意機能を促進する
か？

該当なし

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（若手研究
B）

立位保持能力の低い脳卒中患者でも座ったま
まで脱がずに排泄が可能な下着の開発



３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2015.10～2016.2

2 2015.06～2016.08

3

（２）演習

1 2015.10～2016.2

2 2015.12～2016.2

3

（３）実習

1 2015.10～2016.2

2

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
埼玉県作業療法
士会

2015.08

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015.06～現在

2 2014.12～現在

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

生活環境技術学演習
実際の現場で使用する可能性のある福祉用具や自助具の作成に関
する実習を行った．

生活環境技術学
福祉用具や住環境調整に関わる基本的な知識や実際の現場での
状況について，講義を行った．

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

身体機能作業療法評価学 作業療法に関する評価の知識について，講義のサポートを行った．

該当なし

学会演題査読委員

現職者共通研修「事例報告・事例検討」 事例報告に関するアドバイス・助言

紀要編集部会

該当なし

大学歌企画委員会

該当なし

埼玉県作業療法士会 理事

日本作業療法士協会

臨床作業療法演習
作業療法に関する臨床実習に必要な知識や技術等の指導のサポー
トを行った．

身体機能作業療法評価学実習
作業療法に関する評価の技術の練習について，指導のサポートを
行った．

該当なし



７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし


